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 ●今号 は 「研究人材マ ネジメン ト：
そ の キ ャ リア ・意 識 ・業 績」 の第3
回，「日本 企業 の国際取 引 にお ける交
渉の研究」 第2回 のモノ グラフに加え
て 日本 の産業 界のカ レン トな問題 「リ
ス トラ」と 「ス トレス」に関する研 究1

編 を収 めた。

 ● 「交渉 の研究」 のシ リーズは今回
で終了す るが，「研 究人材 マネ ジメ ン
ト」 の調査研究 は， より大 きな規模 で

進行 中である。 本誌No.26で 全容 を
示 したわが国 の 「基礎寄 り研究者」 の
調査 結果 と比 較 すべ く，「開発研 究者
の調査」 をすで に実施 して集計 ・分析

中で ある。 その調査 と同時並行 して，
イ ン ド， イギ リスで研究者の調査 を実

施 し，近 く，韓国， アメ リカ， ドイッ，
フランスなどで も調査 を行 う計画であ

る。 来年春 のモノ グラフNo.29に は
「研究 人材 マ ネジメ ン ト」 の第4回 と
して，わが国 の 「研究」と 「開発」の比
較， およ びR&Dの 国 際比 較 の両方 の
調査結果 を発表 できる と思 う。

 ● アメ リカの 研究 所 や大学 を3週間訪 ね歩
いた。 アメ リカ経済 の好調 で

社会全体 が明 るく活気 にみ ちている中
で， アメ リカ企業 の基礎研究所 の人 た

ちの話 をきいてまわったのだが， 伝統
的 な基 礎研 究所 は転 換 期 にあ るよ う
だ。 有名 なゼロ ックス社 パロアル ト研

究所や ベル研究所 の人 たちは 「占き良
き時代」 を懐 か しん で い るよ うだ っ
た。 アメ リカ企業の研究所 は企業 の経

営戦略や商品 開発 との連 携を強化す る
傾向にあ り， 基礎研究所 と呼べ るの は
上記2研 究所 を 含 あ6っ しか 残 って
いない とい う話であ った。他方， 長期

不況下にあ る日本 では政府 も企業 も基
礎研 究所 の充 実 を志 向 して い るよ う
だ。 激 しくなる国際競争 の下 で， 日米

両国 の研 究開 発 の重点 課題 は対照 的
で，R&Dの 方向 に も収 斂(コ ンバー
ジェ ンス)が 起 きてい ると言 え るか も
しれない。         (石 田)

 ●何年か前 に，「不確実性 の時代」と
いう言葉 が流行 った。 よ く覚 えていな
いが， た しか70年 代 のオ イル シ ョッ
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